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１ 開催日時 平成２６年６月１５日（日曜日）14時から14時50分 

 

２ 開催場所 ほしらんど下松 ２F ５A&５B交流室（下松市大手町2-3-1） 

 

３ 御挨拶 （理事長：橋本暢公） 

昨年の総会で決議したNOP法人化は登記を完了し、社会的にも信用できる組織だと評価される条件が整った。 

本総会では、「復元ミニモデル機の製作」を提案する。現物の1/6サイズ、蒸気で客車に子供たちを乗せて走るこ 

とができる。この模型を展示したので、よく見ていただきたい。わくわくするようなプロジェクトだと思う。 

下松市制80周年（2019年）までには、みんなでこの夢を実現しましょう。 

 

４ 来賓御挨拶（市長代理） 原田幸雄様（下松市生涯学習振興課 課長） 

来賓のご紹介（事務局長：栗田一郎）  

下松市生涯学習振興課 課長（市長代行）  原田幸雄様 

下松市議会 議長             浅本正孝様 

Kビジョン株式会社 代表取締役社長    長尾一郎様 

   下松工業高校 第１０代校長        竹中 清様 

一般社団法人下松工業会 会長       河村正浩様 

 

５ 総会成立のご報告（総務リーダー；国弘理事） 

  ・３月３１日現在 個人会員 １９６人、法人会員１０社、議決権の数 ２０６個。 

・本日出席者  １３８名（内、委任者 １０５名）。議決権の数 １３８個。 

定款第 26条の規定（総会は正会員総数の２分の１以上で成立）を充しているので、この総会は成立。 

 

６ 議長・書記の選出（事務局長） 

   参会者から議長及び書記の立候補者を募ったが、応募が無かったので、事務局が下記を提案し、満場一致で 

選任した。 

    議長 橋本暢公 

    書記 国弘成文 

 

７ 議事録署名人の選出（事務局長） 

   事務局がこの総会の議事録署名人を、議長のほか、栗田一郎、徳原英昭の各氏に委嘱したいことを提案し、 

  議長が挙手で採決し、満場一致で可決承認された。 

 

８ 議事 

第１号議案 平成２５年度の事業報告の件  報告者：大木孝行副理事長（イベント企画リーダー） 

第２号議案 平成２５年度の会計報告の件  報告者：徳原英昭理事  （会計リーダー） 

第３号議案 平成２５年度の監査報告の件  報告者：鎌田泰久監事 

    上記３件を順次報告した（報告内容は、議案書参照）。 

議長が上記３件をまとめ質問・意見を求めたが特になく、挙手での採決の結果満場一致で可決承認された。 

 

第４号議案 平成２６年度の事業計画（案）の件   

その１ 復元ミニモデル機の製作計画 提案者：藤川光儀理事（復元技術リーダー）（内容は、議案書参照） 

その２ イベント事業計画      提案者：大木孝行副理事長（前出） （説明内容は、議案書参照） 

    議長が上記２件をまとめ質問・意見を求めたが特になく、挙手での採決の結果満場一致で可決承認された。 



第５号議案 平成２６年度の事業予算（案）の件  提案者：徳原英昭理事（前出）（内容は、議案書参照）  

議長が質問・意見を求めたが特になく、挙手での採決の結果、満場一致で可決承認された。 

 

第６号議案 役員の改選の件 （事務局長） （提案内容は、議案書参照） 

議長が質問・意見を求めたが特になく、挙手での採決の結果、満場一致で可決承認された。 

 

その後、各理事、監事が自己紹介して、次に議長が顧問、作品選考委員、イベントサポーターを順次紹介した。 

 

以上で全ての議事を終了し、議長、書記の任を解き、散会した。 

 

なお、総会終了後、「ふれあい交流会」を開催して、会食しながら懇談した。 

以上 

 

 

以上の議事録のとおり、相違ありません。 

 

署名人 議長    橋本暢公            印 

 

    副理事長  栗田一郎            印 

 

理事    徳原英昭            印 


